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調 歪 の あ ら ま し
科 学 文 化 セ ン タ ー で は 、 宮 山 市 民 に 関 係 の 深 い 地 域
の 自 然 の 調 査 を 行 っ て き ま し た 。 こ れ ま で に 「い た ち'"ぐ...川 」 （ 昭 和 61 年 度 ． 平 成 7 ~ 9 年 度 ） ． 「 浜 黒 崎 海 岸 」
（ 平 成 2 年 度 ） ． 「 貞 崩 丘 陵 J ( 平 成 3 ~ 5 年 度 ） 、 t薇 繭,n みヽ：
寺 川 流 域 （ 有 蜂 地 域 ） J  ( 平 成 5 ~ 7 年 度 ） の 調 査 を 行
い ま し た 。 今 回 は . ,i;: 成 II 年 度 (19 年 度 ） ～ 平 成 17
年 度 (205 年 度 ） に 身 近 な 場 所 で あ る 宮 山 県 中 央 部 の
里 山 の 自 然 調 査 を 行 い ま し た （ 現 地 調 査 は 主 に 平 成 II
年 度 ～ 平 成 15 年 度 ） 。
里 山 は ． 昔 よ り 周 辺 の 山 林 を 利 用 し な が ら ． 人 々 が
生 活 し て き た 場 所 で す が 、 都 市 部 へ の 人 口 の 流 出 等 の
ー ・る・ 3 ヽ Hた め 荒 廃 が 見 ら れ 様 々 な 問 題 が 生 じ て い ま す 。 し か し 、
s ょ ・.多 様 な 生 き 物 の 生 活 場 所 で も あ り 、 ま た 、 人 間 と 自 然
と の 関 わ り を 考 え る 場 所 と し て も 見 直 さ れ て い ま す 。
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里 山 は 身 近 な 自 然 に も か か わ ら ず 、 宮 山 県 内 で は 総 合
的 な 調 査 は ほ と ん ど さ れ た こ と が あ り ま せ ん 。 今 回 ．
現 在 の 宮 山 県 中 央 部 の 里 山 の 自 然 の 様 子 位 海 ＇、 生 物
相 な ど ） を 記 録 し て お く た め 、 地 元 の 方 々 の 協 力 を 得
な が ら ． 学 芸 貝 ． 外 部 の 専 門 家 に よ っ て 講 査 を 行 い ま
し た ．
調 査 地 域 は 宮 山 県 中 央 部 の 2 地 域 の 里 山 で す （ 図 1) .
い み ず
一 つ は 、 射 水 丘 陵 の 北 束 部 に 位 窟 し 官 山 平 野 と 接 す る,.,'' 宮 山 市 三 熊 と そ の 周 辺 （ 以 下 し こ 熊 J と 坪 び ま す ） の
丘 陵 地 帯 で （ 標 冠 20~100m 程 ） 、 他 の 一 つ は 山 田 川 とM,<, S,: 
岸 側 の 山 田 赤 目 谷 と そ の 周 辺 （ 以 下 「 山 田 」 と よ び ま
す 。 表 紙 写 且 ） の 里 山 （ 標 商 30~50m 程 ） で す ．
て 熊 は 宮 山 平 野 に 接 し た 丘 陵 地 に 浅 く き ざ ま れ た 谷 のこ ;, く と中 に 、 果 落 と 耕 （ 乍 地 ． 周 辺 に 山 林 が 広 が り ， 川 幅 の 狭
い 鍛 治 川 が 流 れ ま す 。 山 出 の 山 地 斜 面 に は 森 林 が あ り ，
斜 面 や 谷 を 切 り 開 い て 作 っ た 場 所 に は 集 落 や 耕 （ 乍 地 、
た め 池 な ど が み ら れ ま す 。 今 回 の 調 査 で は 、 里 山 を 林
と 周 辺 の 集 落 、 農 耕 地 （ 水 田 、 畑 等 ） 、 た め 池 、 用 水
路 、 川 な ど を 含 め た 自 然 と し て 扱 い ま し た 。
社 会 の 変 化 と 里 山 の 関 わ り
昭 和 30 年 頃 ま で は 、 山 村 の 人 々 は 里 山 の 自 然 を 様 々
な 形 で 利 用 し て き ま し た 。 し か し 、 そ の 後 の 社 会 の 変
化 に よ っ て ． そ の 関 わ り 方 は 大 き く 変 化 し て き ま し た ．
日 本 は ｀ 第 .:.; 欠 枇 界 大 戦 後 の 混 乱 期 を 経 て 、 昭 和 30
年 代 へ は い る と 高 度 成 長 時 代 へ と 移 り ま す ． 都 市 部 で
は 工 業 や 産 業 が 発 展 し て き ま し た が 、 そ の 労 働 力 は 農
村 や 山 村 か ら 提 供 さ れ た た め ． 人 U の 流 出 が お こ り ま
し た 。 特 に 、 山 村 で は 若 い 人 の 流 出 は 大 き く 、 届 袖 正
が 進 み 、 一 部 の 築 落 で は 廃 村 と い う と こ ろ も で て き ま
し た 。 山 村 の 仕 享 は ． 農 業 や 林 業 が 中 心 で す 。 歴 業 で
耕 作 か ら 、 耕 転 機 に よ る 耕 作 に 次 第 に 移 っ て い き 農. か作 業 の 省 力 化 が お こ り ま し た が ． 若 い 人 が 少 な く な り 、
こ な農 業 の 担 い 手 が 少 な く な っ て き ま し た 。 山 林 の 仕 享 は
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薪 や 炭 の 生 産 が 主 な も の で し た が 、 エ ネ ル ギ ー 革 命 が
上 う ゆ
起 こ り ． プ ロ パ ン ガ ス や 灯 油 が 出 回 る と 、 そ れ ま で 使
し 念 よ ―用 さ れ て い た 薪 や 炭 の 需 要 は 次 第 に 無 く な り ま し た ．ば, .. 
山 林 か ら は 木 材 が と れ 、 伐 採 後 は 植 林 が さ れ ま す が 、
外 国 か ら 木 材 が 人 っ て く る よ う に な り ， 国 産 の 材 木 は
夭 れ な く な っ て い き ま し た 。 里 山 の 山 林 は 労 慟 力 不 足
や 利 用 価 偵 が 低 下 し た た め 、 放 酒 さ れ る と こ ろ が ふ え
て き ま し た 。
さ い か つ , " ・ "・ ゴ一 方 、 山 村 の 道 路 な ど の 生 活 基 盤 が 整 偏 さ れ ． 生 活
楳 式 も 変 化 し て い き 、 都 会 と 変 わ ら な い よ う に な り ま
し た ．
こ の よ う な 、 社 会 の 変 化 に よ っ て 、 里 山 の 自 然 と 人 々
の か か わ り が 次 第 に う す れ て い き ま し た 。 こ の よ う な
現 象 は 全 国 の 里 山 で お こ り ま し た 。
こ れ か ら 、 こ の 普 及 雑 誌 で 4 回 に わ け 、 調 査 の 内 容
を 分 野 ご と に ご 紹 介 い た し ま す 。 な お 、 今 回 の 号 は 地
勢 気 象 水 質 で 、 植 物 や 勁 物 な ど は 次 号 か ら 紹 介 し
ま す 。
図 1 調 査 地 域 （ 上 の 里 わ く は 「 三 熊 」 、 下 の 黒 わ く は 「 山 田 」 ）
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